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６－７－１．まえがき 

本報告は，技術者教育における情報・通信分野に焦点を当て，学士課程教育における教育カリキュ

ラムのうち，コアカリキュラムと要望カリキュラムを提示する．すなわち，学士課程教育において身

に付けるべき知識や理解，およびこれらを具体的事例に適用する能力（ここでは，運用力と呼ぶこと

にする）について，その範囲とレベルを，項目や到達目標の形で，学修に当たっての配慮事項ととも

に提示する．コアカリキュラムは，必ず履修すべき分野，項目からなり，必須の分野・項目である．

要望カリキュラムは，できれば履修させたい分野・項目からなる．コアカリキュラムに含ませたいが，

コアカリキュラムの内容が過多になることを避ける意味もあって，要望カリキュラムに含ませている

ものが多数ある．各々を，到達目標及び学修に当たっての配慮事項とともに記載している．

本報告の狙いと意義，および記載の形式について 

 

【コアカリキュラムの作成方針】 

コアカリキュラムは，どの大学の学士課程教育においても必ず含むべき内容であり，ここでの多様

性や曖昧性は極力避けるべきである．むしろ詳細に分野，項目，到達目標を記述しておくことが望ま

しい．要望カリキュラムは選択の可能性を持っている．各大学の教育方針，スタッフ，その他の要因

を考慮して選択することになる．また，コアカリキュラム，要望カリキュラム以外にも選択肢は残っ

ている．この辺りの選択肢に各大学の独自性，多様性，といった教育機関としての自主性は発揮でき

る．

学士課程での情報・通信分野の教育に求められる教育内容（分野や項目）の記載に当たっては，項

目の関連性（教育順序）をある程度は考慮して列挙している．ただし，各大学の諸事情に応じて順序

を変更することは当然あり得る．また，分野は教育科目を意味するものではない．教育科目への割り

当て（すなわち，カリキュラムやシラバス作成）に際しては，必要に応じて分割，統合して割り当て

ることも可能である．どの学年に，どの分野をどの範囲まで割り当てるか，なども各大学の教育方針

やスタッフなどの諸事情に応じて決まるものである．図６－７に分野，項目等のおおまかな教育順序

と関連性を示す．

 

【J07 と国際標準化】 

情報分野における専門教育のためのカリキュラムとして，情報処理学会，情報処理推進機構（IPA）

などが中心となって策定し提案している，情報専門教育カリキュラム標準（J07）がある．これは，

IEEE-CS と ACM が共同開発した CC2001-CC2005 を土台とし，かつその国際基準としての整合性を

維持しながら日本の情報専門教育状況を反映させている．具体的には，コンピュータエンジニアリン

グ領域（CE），ソフトウェアエンジニアリング領域（SE），情報システムエンジニアリング領域（IS），
インフォメーションテクノロジーエンジニアリング領域（IT），コンピュータ科学エンジニアリング

領域（CS）（これら５領域の詳細は後述）の各領域について，カリキュラム標準（知識体系と最低限

押さえておくべき項目をコアとして指定したもの）を示したものである．最小限押さえるべき分野（学

習域，単元），項目（トピック），到達目標，および実施順序などが含まれている.また，時間数や実

施年次なども規定した標準カリキュラム案も提示されている．分野，項目，および授業時間数につい

ては，日本の現状を考慮して，CC2005 などの指定よりは少なくなっているが，それでもそれぞれの

領域について必要な分野，項目が含まれ，そのための授業時間数が割り当てられている． 
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図６－７ 情報・通信分野関連性 
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